
 
 
 

 
 

 
  No. 11-03                2011 年 6 月 29 日 

                      
公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

損保総研 地域型社員向け本科講座を新規に開講 

 
 損保総研は、「新たな教育ニーズへの対応」を本年度の教育研修事業の取組みの柱としている。 

損害保険各社が経営の一層の効率化を目的として、地域型社員（業務職、一般職）の能力開発に

よる全国型社員業務代替が損保業界の潮流となっている現状を捉え、地域型社員を対象とした新

たな通信講座を２０１１年９月に開講する。これを「全国型本科講座」に次ぐ旗艦講座の一つと

して、業界への新たな貢献を目指す。６月２７日（月）損害保険各社人事部への募集を開始した。 

 
記 

 
損害保険業界では人材の有効な活用を目指した人事政策の変化が見られ、社内の役割分担の見

直しにより、これまで全国型社員が担当していた業務を徐々に地域型社員にシフトする潮流が見

られる。この動きに呼応する講座「本科通信講座『地域型社員コース』」（以下、本コースという）

を本年９月より開講する。 

本コース開講の目的は、 

・損害保険の実務にかかわる基本理論を学習することによる実務能力の向上 

・日常業務と理論を結びつけることにより、広い視野での業務対応力と応用力を身につける

こと 

としており、地域型社員が、より広い視野と柔軟な思考力で新たなフィールドに挑戦し続けてい

く上で役に立つ基本理論と実務との関連を体系的に学習する講座となっている。例えば、損害保

険の社会的な役割やリスクの考え方（保険総論）、保険業を規律する保険業法、保険商品そのもの

である約款、さらにはリスクマネジメントや損害保険市場の変化等を順序立てて学習する構成と

している。詳細は、【別紙】参照。 

 本コースの特長は次のとおり。 

① 地域型社員の多様なライフスタイルに対応できるよう学習科目を「５科目」に厳選し、自

ら理解し考えることに重点を置いている。 

② 新たな視点での地域型社員向け科目として、「担当している営業・損害、事務・管理等の実

務が損保会社の重要な経営戦略につながっていることを再確認し、日常業務への問題意識

や改善につなげること」を学習目的とした「わたしたちの仕事とこれからの損保経営」を

組み入れている。 

③ 原則全員参加の「スクーリング」とワークショップでのグループ討議を実施。 
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「特別講義」では、損保業界のトピックスや重要課題について多面的にアプローチした内

容を予定しており、日常業務を俯瞰的な視点から見直すきっかけとする。また、「ワークシ

ョップ」では、他社の受講生とのグループ討議を２日間にわたり組み込み、所属する会社

の枠を超え、同じ業界人という立場で討議・意見交換することで、新たな気づきや実務改

善へのヒントを考える機会を提供する。 

 ④ コミュニティサイト・携帯電話を利用した学習方法を取り入れる。これにより、通勤など

少しの時間でも、Ｗｅｂ画面から意見の書き込み・テストの実施が可能となる。 

損害保険各社を通じて、６月２７日に募集を開始した。ぜひ多くの皆さんに受講いただき、損

害保険のプロフェッショナルとして活躍する地域型社員の教育支援メニューに活用してほしい。 

 

以上 
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【別紙】 

●学習科目と主な学習内容 

 科目 主な学習内容 

－ オリエンテーション 
全５科目の内容と第５科目「わたしたちの仕事とこれ

からの損保経営」への関連について解説する。 

第 1 回 保険総論 

・損害保険の社会的な役割やリスクの考え方を広い枠

組みの中で学習 

・リスクマネジメントの理論、歴史、動向、実務の現

状を平易に解説 

第 2 回 保険業法と募集制度 

・保険業を規律する保険業法について体系的に学習

し、現在の募集制度との関連及びコンプライアンス

の重要性を理解する。 

第 3 回 保険法と保険約款 

・保険法改定の意義・背景の理解 

・保険約款についての体系的学習 

・保険法改定による実務の変更と約款改定 

第 4 回 
損保市場とマーケッ

ト変化への対応 

・損害保険市場の変遷を学習の上で将来のマーケット

変化を展望する。 

・代理店と損害保険会社のあるべき姿を考える。 

通
信
講
座 

第 5 回 
わたしたちの仕事と 

これからの損保経営 

営業・損害調査等の実務と現在の損保経営の重要な課

題（収益管理・リスク管理等） 

を結びつけた上で仕事の意義を見つめ直し、改善すべ

きことを考える。 

 

 

 

スクーリング 

・特別講義 

損保業界の現状や課題等について、多面的にアプロ

ーチした講義を予定。日常業務を俯瞰的な視点から

見直すきっかけや視野の拡大につなげる。 

・ワークショップ 

業界共通の課題について、他社の受講生とグループ

討議を行う。個社の枠を超えて議論することで、新

たな気づきや業務の改善につなげるヒントを得る。 

 

講座修了レポート 

通信講座５科目およびスクーリングで学習した内容

を総括のうえで、今後の仕事にどう活かしていくか修

了レポートとしてまとめる。 
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（TEL：03－3

本件に関するお問い合わせ先 
〒101-8335 千代田区神田淡路町２－９ 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

教育研修部 小森田 清子 

255－5512） 

 
 
 

 

 

 

 この資料は、保険関係業界紙各社へ同時に配布しております。 
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